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Eizo SAITO* and Takaaki YAMAGISHI**: Genus Oedocladium in Japan 

サヤミドロ科 Oedogoniaceaeの3属の中，サヤミドロ属 Oedogoniumとブルボケー

テ属 Bulbochaeteは淡水域にきわめて普通に生育している。しかし，エドクラディウム

属 Oedocladiumは畑などの土壌表面にコケ植物の原糸体や他の士壌藻などと混生して

いることが多く，その発見や採集はやや困難である。そのためであると恩われるが，世

界的にみても他の 2属に比べ，報告は非常に少ない。

この属は，現在まで世界で14種1-12) 知られている。そのうち日本からはただ 1種

Oedocladium operculatumが秋山18，14)によって報告されているのみである。筆者らは

ここ数年，この属の野外における調査と培養観察をおこなってきたが，その結果上記の

種以外に O.carolinianumも産することを知った。秋山は前記の種については藻体の詳

しい性状を述べていないので，ここでは0.oper.αtlatumについての観察事項も併せて

報告する。なお，これらの他に数穫が各地から得られているが，有性生殖器官の形態が

まだよくわからないため，それらについては培養して観察を継続中である。

1.エドクラディウム属について

この属のアキネートの形成とその発芽および生卵器の形成様式などについては従来よ

く知られていない点が多かった。以下に筆者らの観察結果を中心として属のもつ諸特徴

を述べる。

藻体:藻体は葉緑体をもっ円筒形の栄養細胞から成る地上部と，それよりも細長くて

ほとんど無色に近い細胞からなる仮根部とから成る。地上部は単列でよく分校し，直立

性または旬筒性である。仮根部はよく分枝し，根をはったような形で土中に伸びてい

る。以上は土壌表面に生育しているものに見られる形状であるが，液体培地で培養した

場合1)でも，また水中から発見された種10)でも，藻体には栄養細胞部分と仮根部との分

化がみられる。

無性生殖:この属では遊走子形成の他にアキネートの形成が見られる。遊走子の形状

は他の 2属と基本的には同じで，ほぽ球形~卵形で頭部に繊毛冠をもっ。しかし，発芽

体には他の 2属にみられるような付着器は形成されず，葉緑体をもった糸状の細胞列や
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仮根状の細胞列が分校しながら伸びている。このことは液体培地中でも寒天培地上でも

同様に見られた。ときに発芽体が数細胞の糸状体にまで生長してから仮根部が伸びるも

のも観察された。

糸状細胞列は周囲の状況(おそらく乾燥が大きい条件であると思われる)によって，

しばしばアキネートに変成する。アキネートは内部にカロチノイド系と恩われる色素16)

を形成して赤褐色を呈し，細胞が大きくふくらみ細胞壁も肥厚する。各細胞は分離しや

すくな!)，ときには土壌表面に散在する。なお，仮根部の細胞がそのままアキネートに

なることはないが，仮根部の細胞から 1個~数個の原形質に富んだ細胞が分校して，そ

れらの細胞がアキネートになることは普通にみられる。アキネートは発芽の際には内容

物が緑色に変化し，やがて発芽管をのばし糸状細胞列や仮根状細胞列となり，新しい藻

体に発達する。

有性生殖:有性生殖の様式は，この科の他の2属と基本的には同じである。ただし，

雌雄異株で媛雄体性および異株雄性胞子性の種はこの属ではまだ報告されていない。

O. carolinianumの培養によって観察された生卵器形成の状態はおよそ次の通りであ

る。まず円錐形の頂帽をもった先端細胞が膨らんで生卵器母細胞に変成する。その後1

回の分裂によってこの母細胞は生卵器と支持細胞を形成する。生卵器母細胞は他の糸状

体の細胞より膨大し，多量の葉緑体や貯蔵物質をもって濃緑色を呈するが，分裂に際し

てはその内容のほとんどが生卵器細胞内に移!)，支持細胞となる細胞の内容には核物質

と空胞状の構造が僅かに見られるだけである。

野外から得た材料では媛雄体を観察することは困難であったが，液体培養によって雄

性胞子の放出の状況および雄性胞子が生卵器母細胞墜に付着して媛雄体になる様子を観

察することができた (Pl.1， f. 8 -10)。雄性胞子褒の形成，雄性胞子の放出，生卵器

母細胞への付着，それに伴なう生卵器母細胞の分裂誘起など，生殖器官発生の相互関係

は，媛雄体性のサヤミドロm やプJレボケーテ15) で観察されている場合とおよそ一致し

ているようである。さらに綿密な観察は繕養によ P継続中である。

2. 日本産の種について

1) Oedocladium carolinianum BEANEY & HOHFFMANI) (Pl. 1， f. 6-17， Pl. 2， f. 6-9) 

雌雄異株，媛雄体性。同株雄性胞子位。糸状体細胞は円筒状で8-22 X 35-190 Po仮

根部の細胞は4-12x80-270p.生卵器は通常糸状体の先端に 1個(稀に 2個)生じ，

ほぽ球形で54-68X54-64p.生卵器は糸状体の中聞に支持細胞と交互に並んで生ずる

こともあるが支持細胞はやや膨らみ18-30X34-62p.生卵器の関口は裂開型で下位。

卵胞子はほぼ球形で46-56X46-56p.卵胞子膜の外層と内層は平滑，中層は角ばって

いる。雄性胞子褒は真直ぐかまたは轡曲して，却個ぐらいまで連続して生じ， 1O-20X 

8-20p。媛雄体は長楕円形~倒卵形で柄細胞は 8-12X 8 -14μ，造精器lま8-12X

8-14μで1個宛精子を形成する。
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分布:ノースカロライナ口(原記載地)。採集地:神奈川(藤沢，平塚，伊勢原，厚木，

秦野)，静岡(御殿場，裾野)。

今回の筆者らの材料は O.cirァ-atumBEANEY & HOFFMANl)に近い形状を示している

が，生卵器と雄性胞子褒の形状が異っている。

2) Oedocladium operculatum TIFFANy11J (Pl. 1， f.1-5， Pl. 2， f. 1-5) 

雌雄同株，大雄体性。糸状体細胞は円筒状で8-13x28-170，u.仮根部の細胞は4-

12 x 6O-230，u.生卵器は 1個(稀に 2個)糸状体の先端に生じ，橋円形，卵形~球形で

20-34X32-48，u.受精期の関口は裂開型で最上位。蓋は小型でしばしば脱落する。卵

胞子はほぼ楕円形で生卵器内に一杯になり ，18-32x30-40，u.卵胞子膜の外層と内層

は平滑，中層には小孔状の凹み模様がある。造精器は 1-6~国連続して，ふつうは生卵

器のすぐ下に，ときに糸状体の先端や中聞に散在して，形成され， 8 -12X 8 -15向

精子は 1個宛形成される。

分布:プエルトリコ山(原記載地)，インド8)，日本(山陰山，沖縄凶)。採集地神

奈川I(藤沢，座間，秦野，生田，小田原)，静岡(長岡)。

この種は O.prescottii ISLAM')に類似しているが，後者では卵胞子膜中層が平滑で

あり，両者は容易に区別できる。

神奈川県藤沢市近郊の畑と園芸混室表土上に出現したこっ種の周年の生育状態はおよ

そ次のようであった。 4月下句頃から糸状体の発育やアキネートの形成がみられ， 6月

中旬には稀に有性生殖が観察される。しかし，有性生殖の最盛期は 9-10月(稀に11月

上旬まで)であった。また，採集した糸状体は水道水などを満した容器内に入れておく

と， 12-24時間後に多数の遊走子放出をおこなうのがふつうである。この遊走子放出.土

春や秋に採集したものよ P‘夏に採集した場合の方がより多いようである。したがっ

て，この種では有性生殖の行なわれる時期の少し前である 7-8月lこ，一時的な降雨な

どの際iこ多数の遊走子を放出し，無性的に増殖しているものと考えられる。 11月には有

性生殖がみられなくなり，土壌表面には僅かの糸状[本やアキネートのみが観察されるに

過ぎなくなる。

Surnrnary 

Some notes were given on the two species of OedocladiulIl， O. caroliniall/l11l 

and O. operculatum， coJlected from various localities in Kanagawa and Shizuoka 

Prefectures， J apan. 

In the field， O. operculatum produced sexual reproductive organs most abun-

dantly during the period from September to October. 

The nannandrous habit of O. carolinianum was examinated by the cu!ture. 

In this species， the oogonial mother ceJl became inf1ated prior to division and 
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became dark green in colore with the increase of its reserve substance. As 

the division advanced， most of the ceII contents migrated into the oogonial ceII. 

As a resuIt， the suffultory ceII became almost colorless. The other processes 

in which the sexual organs were formed seemed to agree with those observed in 

Oedogonium borisianuml7> and in Bulbochaete hiloensisl5l. 

ln these two species， a thick waUed cyst， the akinete， was frequently formed 

in the ceUs of both the ordinary filaments and the few.ceUed branches issued 

from the rhizoidal portions. The germination of the akinete was folIowed by the 

formation of a circular rent near the terminal. Through this rent， the contents 

of the akinete protruded and formed a germ tube (Pl. 1， f. 13-14). Later， it gave 

rise to either an erect filament or a rhizoidal one. 
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Plate 1. 

Figs. 1-5. Oedocladium 0μヂ 雌la加問

Figs. 6-17. Oedocladium CtZrolinIlmum 

Fig. 1. A terminal oogonium with a sup陪 meoperculum. Fig.2. Vegetative cells. Figs. 3-4. 
Terminal oogonia and antheridia beneath oogonia. Fig. 5. A terminal oogonium containing a 
mature oospore. Note the middle punctate layer of spore wall. Fig. 6. Growth habit showing 
androsporangial branch. Fig. 7. A part of the oogonium containing a mature oospore. Note 
ぬemiddle angulate layer of spore wall. Fig. 8. Androspo問 ngia. Fig. 9. An回drospore
liberated from androsporangiu血・ Fig.10. A dwarf male situated on the oogonial mother cell. 
Fig. 11. A terminal oogoniu皿 with岨 inferioroperculum. Fig. 12. An oogonium containing 
a mature oospore. Figs. 13-14. Germiation of akinetes. Fig. 15. A zoosp町 'e. Figs. 16-17. 
Stages in the development ot zoospo皿 germlings.

Plate 2. 

Figs. 1-5. Oedocladium ot四官官.latum

Figs. 6-9. Oedocladium carolinianum 

Fig. 1. Growth habit showing branches of vegetative cells. Fig. 2. A terminal oogonium with 
" supreme operculum. Fig. 3. Surface ¥'icw of a mature oospore showing the punctate orna-
mentation in the middle layer of spore wall. Figs. 4-5. Growth habit showing branches bear-
ing reproductive organs. Fig. 6. Growth habit showing oogonial branch. Fig.7. Growth 
habit showing androsporangial branch. Fig. 8. A terminal oogonium. Fig. 9. Germlir.g of 

zoospore. 
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Plate 1 
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Plate 2. 
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